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静岡県浜松市および富士市に発生した

水田皮膚炎について

伊藤二郎↑望月久§

(昭和53年７月１２日受領）

1976年６月に浜松市篠原町の水田耕作者に原因不明の

皮膚炎が発生し，相前後して富士市今泉地区の水田耕作

者にも同様の皮膚炎が発生した．この二市は約100kｍも

離れた位置にあるが，筆者らは直ちに現地を視察した結

果，水田と灌概溝一帯に多数のヒメモノアラガイＡ"sz‐

γOpGpZeao""んの棲息が認められた．また地区の水田

耕作農家に調査書を配布して実態調査をした結果，篠原

地区で24名，今泉地区で50名の皮膚炎発症者が確認され

たそれらの状況から判断してこれらの皮膚炎の原因は

鳥類住血吸虫のセルカリアであろうと推測し，同時期に

数百匹のヒメモノアラガイを採集してセルカリアの検出

を試みたが，それらしいセルカリアは検出できなかっ

た．

1976年10月から1977年11月にわたり，皮膚炎の発生し

た富士市今泉地区，浜松市篠原地区を中心にして総計

13,037個のヒメモノアラガイを検査した．全部で６種類

のセルカリアが検出されたが，その中の１種は明らかに

鳥類住血吸虫に属するＴｒｊＣﾉio6iZhαγ之iα属のセルカリア

であり，またこのセルカリアを用いて人体実験をおこな

った結果，上述の水田皮膚炎と同様の皮膚炎がおこるこ

とを確認することができた凸以下にその概略を報告す

る．

足に激しい癌痒感をともなう「カブレ」がおこったとい

う訴えが浜松市公害課にとどけられた．当該水田の附近

には金属加工工場が３ケ所もあって，そこからの工場廃

水が原因ではないかとの疑いがもたれたらしく，市公害

課ではその廃水の検査を実施したが，「カブレ」の原因

となるような異常は認められなかったという．

筆者らはその報告をうけて直ちに現地に赴き，皮膚炎

発症者の状態と水田の様子を観察した．皮膚炎は手また

は足の水に接する部分に不規則に孤立散在し，周囲の皮

膚との境界が明らかな発疹であった．その大きさは２～

５ｍｍで赤色味をおび，丘疹性もしくは水痘性で，中に

は小膿萢を形成しているものもあった．

水田およびその附近の溝渠を観察すると，多数のヒメ

モノアラガイの棲息が認められた．その他の貝もさがし

たが，極めて少数のヒラマキモドキPbly’しyZis此"zハー

pAaer"ｍを発見したのみであった．約1o０個のヒメモノ

アラガイと数個のヒラマキモドキを実験室に持ちかえ

り，セルカリアの有無をしらべたが陰性であった．

同年７月，浜松市公害課に依頼して地区の水田耕作に

従事している'2世帯に調査書を配布し，皮膚炎の発生状

況を調査した．その結果は表１に示すごとく，２４名の水

田作業者が手や足に皮膚炎の発症を記録し，その経過日

数は早くて３日，長いものでは15日にもおよび，その後

の水田作業にもかなりの支障を来たしていることがうか

がわれた．大部分は自宅で塗布薬を用い，通院したもの

が２名あった．また調査書の備考欄にはいちぢるしい瘤

痒感のための不眠を訴えたり，水質汚濁のとりしまりの

強化を要望する意見が記載されたりしている例がみられ

た．

２．富士市今泉地区

水田皮膚炎の発生状況

１．浜松市篠原地区

この地区は浜松市中心部から東方約３ｋｍの距離にあ

って国道一号線の南側に位置し，一帯はやや窪地の水田

となっている．1976年６月15日に数名の水田作業者の手

Ｔ静岡大学教育学部
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者は50名におよび，篠原地区と同様に手および足の水に

接する部分に発疹が散在していることが記載されてい

た．その経過日数は４～１０日間というのが大部分であ

り，一番長いもので１カ月というものもあった．多くは

自宅で塗布薬などを用いて回復をまち，通院加療をうけ

たものは５名であった．

表１浜松市篠原地区における水田

皮膚炎発症者の状況

（1976年７月，質問紙法による）

発症者 治療方法発症部位
持続
日数

世帯番号年齢’性手部足部 自宅病院

０
４
４
０
０
２
５
４
７
７
３
３
３
７
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
２

６
２
５
２
３
７
６
５
８
４
１
７
５
３
０
７
２
２
０
０
３
６
０
５

４
４
５
４
４
５
２
２
５
５
５
４
２
６
６
５
５
５
７
４
３
６
７
６

８
旱
早
さ
古
合
早
８
８
早
さ
早
さ
８
８
早
さ
旱
早
さ
旱
８
８
旱

○

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

○

＋
＋
＋
＋
＋

セルカリアの調査

前述のように浜松市と富士市の＝地区からほとんど同

時に水田皮膚炎の発生がみられたが，その症状，発生状

況，およびヒメモノアラガイの棲息状況などからみて，

この皮膚炎の原因は鳥類住血吸虫のセルカリアであろう

と推定された．1976年の６月の皮膚炎発生当時に数百個

のヒメモノアラガイを検索してすべて陰性であったが，

同年10月から翌年11月にわたって本格的にヒメモノアラ

ガイの調査をおこなってセルカリアの検出につとめた．

検査方法は，現地から採集して持ち帰ったヒメモノア

ラガイを時計mの上でつぶし，0.4％食塩水を注加して

解剖顕微鏡下でセルカリアの有無を検査した．セルカリ

アの形態観察は生体でおこない，計測は10％温フォルマ

リン固定後に約20個体についておこなった．

表２にその調査成績をしめした．富士市の今泉地区か

ら約6,000個，浜松市の篠原地区から約3,000個の調査で

あったが，参考のために県内の他地区からも約４，０００個

の貝の調査をおこなったので，あわせて表にしめした．

検出されたセルカリアは全部で６種であったが，その中

の１種は明らかにＴγ/Cho6iZ/iαγﾆﾉα属のセルカリアであ

り，1977年４月30日および７月８日にそれぞれ１個の貝

から検出された.採集地はいずれも今泉地区であったが，

篠原地区からは遂に本属のセルカリアは検出するにいた

らなかった．

今回発見されたＴ'７ｃｈｏＭﾉｶαγzia属のセリカリアの形

態は，図１に示すように眼点を有し，咽頭を欠き，岐部

の短い岐尾セルカリアである．体部は類紡錐体の形で，

体長247（230～280）βｍ，体幅6９（50～86）βｍの大き

さである．体表は一面に微細疎で被われているが，とく

に体前方に密である．その他約８対の感覚毛が体側にそ

って図示した位置に認められる前器官は体前方の約３

分の1を占め,その長径80(77~85ル､,幅径48(45~

50）／ｚｍである.前器官の先端中央に口部があり，それに

続いて長い食道が認められ，体のほぼ中央に達してそこ

で短かく分岐した腸管に終わる．腸分岐点のやや前方両

側に色素性の眼点１対があり，各々の前外側に小さなレ

ンズが認められる．両眼点の問には横にまたがる神経連

○
○
○
○
○
○

３

４

５

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

○

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

６

７
８

９

1０

1１

１２

○
○

今泉地区は富士市の東端に位置して吉原市と隣接する

水田地帯で，曾って大正から昭和のはじめにかけて日本

住血吸虫の流行地であった浮島沼の西端にあたる．この

地区で浜松市篠原地区と相前後して水田皮膚炎の発生し

たことが富士市役所に報告され，直ちに県衛生研究所に

調査の依頼がなされた．この地区は浜松市からは約100

kｍも離れた地区であるが，水田の状況は篠原地区とよ

く似ており，一見して多数のヒメモノアラガイの棲息が

認められた．また数名の水田皮膚炎発症者を観察した

が，皮膚炎の所見は篠原地区の場合とほとんど同様であ

った．同時に数百個のヒメモノアラガイを採集して検査

したが，セルカリアは検出されなかった．

同年７月，浜松市篠原地区と同様の調査書を市役所に

託して，地区の水田耕作をしている29世帯に配布して水

田皮膚炎の発症状況を調査した．その結果，皮膚炎発症

（２）
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表２静岡県のヒメモノアラガイに寄生するセルカリアの調査成績

検査貝数寄生貝数(髄)Ｗ叫肋“ＣＭ採集地域検査年月
/ｉｏ７Ｚ．γ"ｇｏ．

その他

'76年１０～１１月

'77年４～５月

６～７月

８～９月

１０～１１月

小計

１（0.2）

１（0.1）

３７（1.5）

９９（4.5）

２５(11.4）

163（2.6）

５５６

７１５

２，４９５

２，２１６

２２０

６，２０２

1

富
士
市

１
１

6(Ｃ・Ｗｚ"oAae,zSiS）

1(ｃ〃/gγq/i〃cα）

3０

１９ ７９

２５

１０４2(0.03）５０ ７

1(Ｃ、Wzz`oAae"Sｉｓ）'77年７月

８～９月

１０月

小計

Ｊ
１
１

４
３
７

●
●

●

０
２
０

く
く
く

９
２
０
１

１
２

２，３０１

５３１

１２４

２，９５６

４
５

４
７浜
松
市

１９ 11

'77年 ｌ（0.2）

４（0.4）

５（0.2）

10（0.3）

月
月
月

５
８
９

６２５

１，１０４

２，１５０

３，８７９

１
２そ
の
他

２
３
５ 2(ｃｃγisrOPﾉｶoγα）

２小計 ３

合計 13,037194(1.49）２(0.02）６２(0.5）120(0.9）１０(0.1）

合が微かに認められる．体の後方約３分の２の位置に小

型であるがよく発達した腹吸盤があり，その縦径３２

(29～36）βｍ，横径2９（24～34）βｍである．体の後半

は５対の大きな侵入腺細胞で占められ，前２対は不透明

な粗大顎粒をふくみ，後３対はやや透明な微細穎粒をふ

くむ．侵入腺細胞からの導管は蛇行前進して体前端に開

口する．体後端にほぼ球形の小さな排泄嚢があり，前外

角から１対の排泄管が屈曲しながら前方に走り，腹吸盤

のやや後方でそれぞれ前後の枝に分かれている．前枝に

は３個，後枝には体部で３個，尾幹部に１個の焔細胞が

あり，その焔細胞式は２〔３＋３＋（１）〕＝１４となる．

排出嚢の後部中央からは「コートの島」をはさんで尾排

泄管がでて尾幹部と岐部の中央を走り，尾岐部の末端で

開口している．

尾幹部はほぼ長円筒状で，その長さ２９０（230～330）

βｍ，幅4２（29～48）似ｍを算する．尾岐部は先端に行

くほど細くなるが,その長さ217(202~240池､,最大幅

24(22～26)皿を算し，さらにその背腹に沿って皮膜を

有し，岐部の先端をこえて背腹の皮膜が接続している．

尾幹部と尾岐部の表面は一様に微細疎で被われている．

なお，今回の調査で検出された他の５種のセルカリア

はEcAi"osZowα/iorZe"se,Ｇ２(yが此肋/"s'ｗｇｏｃａＭａｒａ，

ＣｅγＣａ７ｉａｓ/iizzJo肋e"S/S，ａ７ｃａ７ｉａＣ７ｉＳｍＰＡｏ７ａ,ａ７Ｃａ－

γ/α〃ｉｇｍﾉﾝ`γcαであったが，それらの形態分類学的知

見については既に報告（Ito，1978）してあるので，ここ

では省略する．

皮膚炎起生実験および感染実験

上述のＴ｢iC/ioMAa,一之/α属セルカリアが人体に対して

水田皮膚炎と同様の皮膚炎を起こすかどうかを確かめる

ために，４月30日に富士地区から検出された同属のセル

カリアを用いて人体実験を行なった．５名の学生の前腕

内側の皮膚上に約５匹ずつのセルカリアを水とともにお

いて観察したが，４名については約１時間観察したが皮

膚炎の起生は認められなかった．しかし１名については

約30分経過して急にかゆみをおぼえ，径１～２ｍｍの紅

斑が認められた．約１時間後には合計５個の紅斑とな

り，さらに数時間後にはそれらは丘疹となり，その夜は

安眠が妨害されるほどのかゆみであったという．かゆみ

は約１昼夜で軽減し，２日後には丘疹の中心部に小さな

水痘が形成され，３日後には水庖が消えて多少黒味を帯

び，７日後には自覚症状が全くなく，丘疹も黒ずんだ小

斑点となった．この小斑点はその後約１ケ月で消滅し

た．以上の所見は浜松地区や富士地区で筆者らが観察し

た水田皮膚炎ときわめて類似したものであった．

次に，本属セルカリアの種名を決定するために，その

終宿主と想定されるアヒルへの感染実験を試みた．７月

８日に富士地区から検出された本属セルカリア約50匹ず

（３）
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モドキを中間宿主とするGigα"ro6iZﾉｶαγ之iα属のセルカ

リアによるもの，モノアラガイを中間宿主とするＴ〃‐

cﾊﾟ〃ﾉiαγ之/α属のセルカリアによるもの，およびヒメ

モノアラガイを中間宿主とするＴγ/ｃｈｏ６ｉＺＡａ７ｚｊａ属のセ

ルカリアによるものとなる．興味あることは，ヒラマキ

モドキによるものは1948年から1960年頃までの間は多く

の報告例があったが近年は鈴木ら（1976）の鹿児島県の

例，前島ら（1977）の鳥取県の例を見るにすぎない．ま

たモノアラガイによるものは1960年頃を中心として隠岐

諸島，北海道，三重県などから報告されていたが，近年

はほとんどその例をみない．それらに反して最近10年間

の例はヒメモノアラガイによるものが大部分である．す

なわち，小津ら（1968）による埼玉県，熊田ら（1970）

の愛知県，横川ら（1976）の千葉県，鈴木ら（1976）の

鹿児島県，小林ら（1977）の岐阜県，安羅岡ら（1978）

の茨城県，大久保ら（1978）の徳島県，さらに本論文に

よる静岡県などの諸報告はいずれもヒメモノアラガイか

らのTricAo6iZﾉｶαγzia属セルカリアによる皮膚炎の報

告である．水田地帯に棲息する貝は勿論ヒメモノアラガ

イだけではなく，サカマキガイ，ヒラマキガイ，ヒラマ

キモドキなども上述の諸報告の中の採集記録の中に見ら

れるが，ヒメモノアラガイが大部分であることは諸家の

報告の一致する所である．真喜屋（1971）は愛知県の水

田におけるヒメモノアラガイの発生動態を報告し，あわ

せてその殺貝の時季や方法について検討しているが，今

後の水田皮膚炎発生にそなえて，その対策が重要な問題

となろう．

ヒメモノアラガイのＴγ/cﾉｶo6iZhα産ｊＺｚ属セルカリア

による皮膚炎起生実験で，今回は１例の陽性例について

観察しえたのみであったが，現地における皮膚炎発症者

の状況はその程度や持続期間などにかなり差があって，

あるいはセルカリアのみによる単一な原因ではないとも

考えられた．しかし熊田ら（1970）の15名の実験例，鈴

木ら（1973）の８名の実験例などをみると，瘤痒感，限

局｣性の発赤，丘疹はいずれも共通した特徴ではあるが，

その程度や期間にはかなり差のあることが報告されて

いる．今回の静岡県で発生をみた水田皮蘆炎の程度や期

間は，熊田らや鈴木らの実験例の範囲と大体一致するも

のであり，また発生部位も水と接する手足にみられ，さ

らに発生時期もヒメモノアラガイの繁殖時期である６月

頃であった点，さらに皮膚炎発生地の１つである富士市

今泉地区のヒメモノアラガイから皮膚炎起生`性のＴγ'‐

cAo6iZﾉiαγ之/α属セルカリアを検出した事などを綜合する

と，今回の静岡県の水田皮膚炎の原因は，そのセルカリ

図１富士市のヒメモノアラガイから検出された

ＴｱﾌﾞCho6iJﾉｉａ７ｚ/α属のセルカリア

つを，生後１カ月の２羽のアヒルの子に皮下注射し，１

カ月後と１カ月半後にそれぞれ剖検した．腸間膜の血

管，および腸壁の血管を肉眼的に，また解剖顕微鏡下で

かなり精細に観察したが，遂に虫体を発見することがで

きなかった．同時に塗抹法および孵化法による虫卵検査

もおこなったが，すべて陰`性であった．

考察

わが国の水田皮膚炎の原因が鳥類住血吸虫のセルカリ

アであることを最初に報告したのは田部（1948）であっ

た．その後現在にいたるまで多くの研究者によって多く

の地方から水田皮膚炎の発生とその原因のセルカリアが

報告されてきた．それらを３つに大別すると，ヒラマキ

（４）
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表３日本各地のヒメモノアラガイから報告されたＴγ/Cho6iZ/ｂａ７ｚｉａ属

セルカリアの計測値の比較

セルカリアの計測値(似、）
産地 報告者

体 尾幹部 尾岐部

愛知県海部郡

埼玉県中央部・東部

千葉県野田市

鹿児島県指宿市その他

茨城県谷田部町

徳島県海南市その他

静岡県富士市

熊田ら(1970）

鈴木ら(1973）

横川ら(1976）

鈴木ら(1976）

安羅岡ら(1978）

大久保ら(1978）

筆者ら

269×６３

２５４×６３

２４５

２４１×７１

２４９×７０

２８８×７０

２４７×６９

９
２

８
９
６
２

３
４

３
４
４
４

×
×

×
×
×
×

９
２
１
５
４
９
０

２
４
７
０
４
４
９

３
３
３
３
３
３
２

２１４×１９

２１０×26

281

230

220×１８

３２６×２３

２１７×２４

アであると考えてまずまちがいはないであろう．同じセ

ルカリアの侵入をうけても，その発症の程度にかなりの

差があることは，個人の体質とのかかわりとして今後に

残された興味ある問題であろう．

ヒメモノアラガイから検出されたＴ７ｉＣ/ioMﾉiαγ之、属

セルカリアの種名については，いずれの報告者もその決

定をさしひかえていたが，鈴木ら（1977）は埼玉県から

得たセルカリアをアヒルに感染せめてその母虫を得，

Tγicho6iJﾉｉａｒｚ/αけeUisBasch，１９６６と同定することを

提案した．さらに川中（1978）はそのミラシジウムをヒ

メモノアラガイに感染せしめるとセルカリアにまで発育

するが，モノアラガイに感染せしめてもスポロシストま

でしか発育しないことを報告した．鈴木ら（1977）の

Ｔ・ｍＵｉｓと同定する提案は一応肯定できるが，各地の

ヒメモノアラガイからのＴ７ｉｃｈｏＭﾉiαγ之iα属セルカリ

アがすべてＴ・breUisであるとするにはさらに検討を要

するであろう．表３に，いままでの報告者によるセルカ

リアの計測値をあげて比較したが，これらがすべて同一

種であるかどうかについては今後さらに検討されなけれ

ばならない．今回の静岡県からのセルカリアもＴ､６”‐

伽に極めて近似のものであり，Ｔ､ｂｒｅｍと同定して

もさしつかえないとも考えられるが，感染実験に失敗し

て母虫を得るにいたらなかったので，種名の決定は保留

したい．また筆者の１人伊藤はヒメモノアラガイから検

出された６種のセルカリアの分類形態学的報告のなか

で，その中の１種，すなわち今回の水田皮膚炎の原因と

推定されたセルカリアを一応Ｔ・ｶﾉiyseZzaeとして報告

した（Ito，1978)．しかし鈴木ら（1977,1978)，川中

(1978）の報告とあわせ考えると，Ｔ・ｐｈＪＭｍｅと同定

したことには疑問があり，今後さらに検討すべき問題と

して保留したい．

以上によって，ヒメモノアラガイからのセルカリアに

よる水田皮膚炎が静岡県からも報告されたことになる

が，ここで注意しなければならないことはヒメモノアラ

ガイの棲息状況である．ヒメモノアラガイは以前には主

として有機物に富む下水溝などに棲息しているのが普通

であったが，今回観察した水田地帯では灌概用水路のみ

ならず，水田の表面にまで広く分布していた．換言すれ

ば，元来比較的清浄であった灌概用水が，近年その汚濁

がいちじるしくなり，したがってヒメモノアラガイの繁

殖が水田にまで広がってきたのではないかと考えられ

る．水田地帯の用水の管理が今後の重要な課題ではなか

ろうか．

まとめ

1976年６月に静岡の浜松市篠原地区と富士市今泉地区

の水田耕作者に水田皮膚炎が発生した．調査書によると

篠原地区で24名，今泉地区で50名の発症者があり，皮膚

炎の状態を観察すると，手や足の水に接する部位に限局

性の発赤，丘疹，あるいは萢疹が点在するのが認められ

た．また現地の水田地帯には多数のヒメモノアラガイの

棲息が認められた．

1976～1977年に両地区を中心に県下から総計13,037個

のヒメモノアラガイを採集してセルカリアを検索した結

果，皮膚炎発生地の１つである今泉地区のヒメモノアラ

ガイ２個体から，皮膚炎の原因と思われるＴγiCAo6iZ‐

Aαγｚｉａ属のセルカリアが検出された．このセルカリア

の人体に対する皮膚炎起生実験をおこなったところ，両

地区の水田皮膚炎と酷似する皮膚炎の発症することが確

認された．すなわち上述２地区に発生した水田皮膚炎

は，ヒメモノアラガイを中間宿主とするＴγｉＣｈｏ６ｉＺｈａ７‐

之iα属セルカリアの人体皮膚への侵入によるものと推定

（５）
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した．

なお今回検出されたＴ７ｉｃﾉｂｏＭｈａｒｚｉａ属セルカリア

は鈴木ら（1977）の提案によるＴ・ｍＵＺｓと酷似する

ものであったが，母虫を確認できなかったので種名の決

定は一応保留した．

稿を終るにあたり，調査書の配布などに御協力いただ

いた浜松市および富士市職員各位に厚く御礼を申し上げ

る．また貝の採集やセルカリアの検索に協力された教室

員の矢部広子嬢，鈴木三清嬢に厚く御礼を申し上げる．
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! Abstract j

STUDIES ON THE PADDY FIELD DERMATITIS

IN SHIZUOKA PREFECTURE

JlRO ITO

{Hygiene Laboratory, Shiziioka University, Shiziioka, Japan)

AND

HlSASHl MOCHIZUKI

(Shiziioka Prefectural Hygiene Research Laboratory, Shizuoka, Japa?i)

In Japan, the paddy field dermatitis case among the paddy field workers was initially

reported by Tanabe (1948) who determined its cause as an invasion of bird schistosome cerca-

riae into the human skin. Since then many cases of such dermatitis have been reported by

many investigators from many localities, but never from Shizuoka Prefecture.

Recently even in Shizuoka Prefecture, the same dermatitis case has occurred among the

paddy field workers in June of 1976. The dermatitis was characterized by erythemato-papulo-

vesicular eruptions accompanied with severe itching. This was very similar to the cercarial

dermatitis which has been reported from the other prefectures in Japan. So the paddy field of

the areas were surveyed, and many snails of Austropeplea ollula were found on the field. By

the examination of these snails, it was found that two out of 13,037 snails were infected with

the cercaria of Trichobilharzia sp., which resembles closely with T. brevis Basch, 1966. This

cercaria was experimentally put on the human skin, and was confirmed to cause a dermatitis

quite similar to that prevailing in the endemic areas.

On the bases of the results mentioned above, the cause of the paddy field dermatitis

occurring in Shizuoka Prefecture was attributed to the invasion of the cercaria of Trichobilhar

zia sp. from the snail, Austropeplea ollula.




